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第７次小樽市総合計画 基本構想（改訂原案）新旧対照表 
 

現行基本構想 改訂案 改訂内容 

Ⅰ 基本構想について 
 （前略） 
 この基本構想の期間は、令和元（2019）年度から令和10（2028）年度までの10
年間とします。 
 
Ⅱ まちづくりの展望 
 01 まちづくりの基本的な考え方 
  （前略） 
 そして、市制施行100年という大きな節目を越えて、先人たちから受け継い
だこのすばらしいまちを、人口減少などの社会経済情勢の変化にしなやかに適
応して、次の世代へ責任をもって引き継げるよう、持続可能な発展を図ります。 
 （後略） 
 

 02 将来都市像 （略） 
 03 将来人口 
 （前略） 
 一方、高齢者人口（65歳以上）は、横ばいから減少に転じる見通しですが、
総人口に占める高齢者人口の割合は相対的に上昇を続け、本計画期間中に 40%
を超える見通しです。 
 中でも、令和7（2025）年には団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）となる
ことから、本計画期間中に後期高齢者数はピークを迎え、総人口に占める割合
も約４人に１人となる見通しです。 

（後略） 
 
「人口（年齢階層別人口）の推移」のグラフ及び表 
 ※次頁のとおり 

Ⅰ 基本構想について 
 （前略） 
 この基本構想の期間は、令和元（2019）年度から令和10（2028）年度までの10
年間ですが、本計画の策定後に生じた社会変革の動きに対応するため、令和５年
度に基本構想の見直しを行いました。 
Ⅱ まちづくりの展望 
 01 まちづくりの基本的な考え方 
  （前略） 
 そして、市制施行100 年という大きな節目を越えて、先人たちから受け継い
だこのすばらしいまちを、人口減少や急速に進展するデジタル技術の活用など
がもたらす社会経済情勢の変化にしなやかに適応して、次の世代へ責任をもっ
て引き継げるよう、持続可能な発展を図ります。 
 （後略） 

 02 将来都市像 （略） 
 03 将来人口 
  （前略） 
 また、高齢者人口（65歳以上）も今後は減少が続く見通しですが、一方で、
総人口に占める高齢者人口の割合は、本計画期間中、相対的に上昇を続けると
予想されます。 
 中でも、令和7（2025）年には団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）となる
ことから、本計画期間中に後期高齢者数はピークを迎え、総人口に占める割合
も４人に１人を超える見通しです。 

（後略） 
 
「人口（年齢階層別人口）の推移」のグラフ及び表 
 ※次頁のとおり 

 
 
 
・今回の見直しについての
説明を追加 

 
 
 
 
・デジタル技術の活用につ
いて追加及び文言整理 

 
 
 
 
 
・現在の人口状況に合わせ
た時点更新 

 
 
 
 
 
 
・直近公表状況に合わせた
時点更新 
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現行基本構想 改訂案 

  

  

年齢別割合（％）
平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

令和7年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

0～14歳 9.9 9.2 8.3 7.8 7.3 6.9

15～64歳 58.5 53.7 50.5 49.9 48.7 47.0

65歳以上 31.5 37.2 41.2 42.3 44.0 46.1

うち、65～74歳 15.3 18.4 19.4 16.1 15.0 16.7

うち、75歳以上 16.2 18.7 21.8 26.2 29.0 29.4

※平成２～ 令和２年の人口は、国勢調査結果によるもの。総人口には年齢不詳を含むため、合計とは一致しない。
　また、年齢別割合（％）は、総人口から年齢不詳を差し引いた数値で算出している。
　令和７年以降は、国立社会保障･人口問題研究所による推計（平成30年３月推計）によるもの。

年齢別割合（％）
平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

令和7年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

0～14歳 9.9 9.2 8.5 7.8 7.3 6.9

15～64歳 58.5 53.7 50.7 49.9 48.7 47.0

65歳以上 31.5 37.2 40.8 42.3 44.0 46.1

うち、65～74歳 15.3 18.4 19.3 16.1 15.0 16.7

うち、75歳以上 16.2 18.7 21.5 26.2 29.0 29.4

※平成２～ 27年の人口は、国勢調査結果によるもの。総人口には年齢不詳を含むため、合計とは一致しない。
　また、年齢別割合（％）は、総人口から年齢不詳を差し引いた数値で算出している。
　令和２年以降は、国立社会保障･人口問題研究所による推計（平成30年３月推計）によるもの。
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現行基本構想 改訂案 改訂内容 

Ⅲ 計画の体系 （略） 
Ⅳ 人口減少・少子高齢化への対応 
 01 人口減少への挑戦 ～住みたい、訪れたいまちづくり～ 
 長らく続く少子化と転出超過を改善し、人口減少を抑制するため、子育て世
代に優しく、誰もが安心して快適に暮らせる、住んでみたい・住み続けたいと
思えるまちを目指します。 
 
 また、交流人口がもたらす経済効果でまちの活力を高めるため、何度も訪れ
たいと思える魅力的なまちを目指します。 
 
 このため、子育て支援や教育の充実など、子育て世代が魅力と安心を感じら
れる環境づくりや未来の小樽を支える人づくりを行うとともに、企業誘致や地
場産業の振興などにより安定した働く場を確保するほか、住環境や生活利便性
の向上と積極的な情報発信に努めることにより、出生率の向上と、若い世代・
子育て世代を中心に幅広い世代の移住・定住の促進を図ります。 
 
 また、豊かな自然環境や歴史的景観などの本市の多彩な資源を生かして、ま
ちの魅力を高め、国内外にその魅力を効果的に発信することにより、より多く
の人を呼び込み、交流するまちづくりを進めます。 
 

 02将来人口への適応 ～時代に合ったまちづくり～ 
 少子化対策の効果が現れても、本市の人口は高年齢層が多く低年齢層が少な
いことから、長期間にわたり高齢化と自然減が続く見通しです。また、全国の
人口が減少に転じた中で、より大きな都市圏へ人口が集中する傾向が続いてい
ることから、社会減の解消も容易なことではありません。 
 このことから、人口減少の抑制を図る一方で、人口減少と高齢化が当面続く
ことは避けられないものと受け止め、将来の人口規模や人口構造にしっかりと
適応し、安心して快適に住み続けられるまちを目指します。 
 このため、高齢化に対応する、健康で生涯活躍できる環境づくりや地域の支
え合いの仕組みづくりなど、住み慣れた地域で暮らし続けられる環境整備に努
めます。 
 また、人口減少下においても安心・快適な暮らしを持続できるよう、中心拠
点と複数の地域拠点に都市機能が集約され、それらが交通ネットワークで結ば
れた効率的なまちづくりを目指すとともに、近隣市町村と連携して安定的な住
民サービスの提供に努めます。 

Ⅲ 計画の体系 （略） 
Ⅳ 人口減少・少子高齢化への対応 
 01 人口減少への挑戦 ～選ばれるまちづくり～ 
 長らく続く少子化を改善し、社会減に歯止めをかけ、人口減少の抑制につな
げるため、若い世代が仕事や子育てにおいて将来に向けた展望を持つことがで
き、誰もが安心して快適に暮らせる、ここで働きたい・住み続けたいと思える
まちを目指します。 
 また、交流人口・関係人口や新たな事業活動を呼び込むことで、経済効果と
まちの活力向上を図るため、何度も訪れたい・応援したい・投資したいと思え
る魅力的なまちを目指します。 
 このため、子育て支援や教育の充実など、子育て世代が魅力と安心を感じら
れる環境づくりや未来の小樽を支える人づくりを行うとともに、企業誘致や地
場産業の振興などによる安定した働く場の確保や、起業・創業支援などを通じ
た地域経済の活性化を推し進めるほか、住環境や生活利便性の向上と積極的な
情報発信に努めることにより、出生率の向上と、若い世代・子育て世代を中心
に幅広い世代の移住・定住の促進を図ります。 
 また、豊かな自然環境や歴史的景観、港などの本市の多彩な資源を生かして、
まちの魅力を高め、国内外にその魅力を効果的に発信することにより、より多
くの人を呼び込むとともに、本市のまちづくりに関わる人や企業の拡大を図り、
選ばれるまちづくりを進めます。 

 02将来人口への適応 ～時代に合ったまちづくり～ 
 少子化対策や社会減の解消策の効果が現れても、本市の人口は高年齢層が多
く低年齢層が少ないことから、当面の間、出生数は減少し、人口減少と高齢化
が続く見通しです。 
 
 このことから、人口減少の抑制を図る一方で、将来の人口規模や人口構造に
しっかりと適応し、安心して快適に住み続けられるまちを目指します。 
 
 このため、高齢化に対応する、健康で生涯活躍できる環境づくりや地域の支
え合いの仕組みづくりなど、住み慣れた地域で暮らし続けられる環境整備に努
めます。 
 また、人口減少下においても安心・快適な暮らしを持続できるよう、中心拠
点と複数の地域拠点に都市機能が集約され、それらが交通ネットワークで結ば
れた効率的なまちづくりを目指します。 
 さらに、デジタル技術や民間の力を活用するとともに、近隣市町村と連携し
て、効率的な行政運営と安定的かつ良質な住民サービスの提供に努めます。 

 
 
 
・社会減対策に関する記載
内容を充実化 

・関係人口や投資、起業・創
業支援について追加 

・居住や訪問だけでなく、起
業や投資等においても選
ばれるまちづくりを進め
る趣旨で文言を整理 

 
 
 
 
 
・本市の魅力ある資源の１
つである「港」について追
加 

 
 
・社会減対策の重視を踏ま
えて文言を整理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・デジタル技術や民間の力
の活用について追加 
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現行基本構想 改訂案 改訂内容 

Ⅴ まちづくり ６つのテーマ 
 テーマ１ 安心して子どもを生み育てることのできるまち（子ども・子育て） 

（略） 
 テーマ２ 誰もがいきいきと健やかに暮らせるまち（市民福祉） 
  施策１～２ （略） 
  施策３ 障がい者福祉 
   （前略） 

 また、障がいのある人（障がい児・者）も地域で安心して暮らすため、障
がいへの理解を深めて社会的障壁を取り除くとともに、障がいのある人が自
己の能力を最大限に発揮できるよう、差別解消や虐待の防止など権利擁護の
推進に努めます。 

  施策４ 保健衛生 
   （前略） 

 このため、乳幼児から高齢者まで市民一人ひとりが生き生きとした生活が
送れるよう、ライフステージに応じた市民の健康づくりを推進し、健康寿命
の延伸を目指すとともに、「生きるを支え合う」まちづくりに努めます。 
 
 また、感染症予防と食の安全を確保するための情報発信や、健康危機管理
体制の充実など、安全な生活環境づくりに努めます。 
 

  施策５ （略） 
  施策６ 男女共同参画社会 
   （前略） 

 このため、根強く残る性別役割分担意識の解消や男女平等の意識啓発への
取組を進めるとともに、あらゆる分野において誰もが対等に参画でき、多様
な生き方を実現・選択できる社会づくりに向けた取組を進めます。 

Ⅴ まちづくり ６つのテーマ 
 テーマ１ 安心して子どもを生み育てることのできるまち（子ども・子育て） 

（略） 
 テーマ２ 誰もがいきいきと健やかに暮らせるまち（市民福祉） 
  施策１～２ （略） 
  施策３ 障がい者福祉 
   （前略） 

 また、障がいのある人（障がい児・者）も地域で安心して暮らすため、障
がいへの理解を深めて社会的障壁を取り除くとともに、障がいのある人が自
己の能力を最大限に発揮できるよう、情報の取得利用・意思疎通の円滑化、
差別解消や虐待の防止など権利擁護の推進に努めます。 

  施策４ 保健衛生 
   （前略） 

 このため、乳幼児から高齢者まで市民一人ひとりが生き生きとした生活が
送れるよう、ライフステージに応じた市民の健康づくりを推進し、健康寿命
の延伸を目指すとともに、自殺対策の推進により、誰も自殺に追い込まれる
ことのない社会の実現に向けた「生きるを支え合う」まちづくりに努めます。 
 また、新型コロナウイルス感染症対策での経験を踏まえ、感染症予防と食
の安全を確保するための情報発信や、健康危機管理体制の充実など、安全な
生活環境づくりに努めます。 

  施策５ （略） 
  施策６ 男女共同参画社会 
   （前略） 

 このため、根強く残る性別役割分担意識の解消のほか、男女平等の意識啓
発や多様な性の尊重への取組など、あらゆる分野において誰もが対等に参画
でき、多様な生き方を実現・選択できる社会づくりに向けた取組を進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・障がい者の情報取得利用
等について追加 

 
 
 
 
・自殺対策について追加 
 
・新型コロナウイルス感染
症対応での経験を今後の
業務に生かすことを追加 

 
 
 
・多様な性の尊重について
追加 
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現行基本構想 改訂案 改訂内容 

 テーマ３ 強みを生かした産業振興によるにぎわいのまち（産業振興） 
  施策１～２ （略） 
  施策３ 商業 
   （前略） 

 このため、商品・サービスの提供に加え、地域に根ざしたコミュニティの
場としての魅力づくりや、買い物の利便性、地域貢献活動など、それぞれが
持つ機能と役割を発揮し、世代ごとの消費者ニーズを捉えた商業環境づくり
に対する支援、商品の安定供給、地域需要に関する情報提供や掘り起こしな
ど流通機能の効率化に対する支援に努めるとともに、小樽市中小企業振興基
本条例の理念に基づき事業者の人材育成や経営基盤の強化を図ります。 
 また、地域に密着した商店街や市場等の後継者不足については、創業・起
業支援や空き店舗の活用などの支援に努めるとともに、関係機関と連携し事
業承継を促進します。 

  施策４～５ （略） 
  施策６ 港湾 

 （前略） 
 また、クルーズ客船の寄港促進を図るとともに、物流機能と調和を図りな
がら、歴史や文化、水辺を生かした観光・交流空間の形成に努めます。 
 （後略） 

  施策７ （略） 

 テーマ３ 強みを生かした産業振興によるにぎわいのまち（産業振興） 
  施策１～２ （略） 
  施策３ 商業 
   （前略） 

 このため、商品・サービスの提供に加え、地域に根ざしたコミュニティの
場としての魅力づくりや、買い物の利便性、地域貢献活動など、それぞれが
持つ機能と役割を発揮し、世代ごとの消費者ニーズを捉えた商業環境づくり
に対する支援、商品の安定供給、地域需要に関する情報提供や掘り起こしな
ど流通機能の効率化に対する支援に努めるとともに、小樽市中小企業振興基
本条例の理念に基づき、事業者の人材育成や経営基盤の強化を図ります。 
 また、関係機関と連携して事業承継を促進するとともに、起業・創業支援
や空き店舗の活用などの支援策を推進し、商店街や市場等のにぎわいづくり
に努めます。 

  施策４～５ （略） 
  施策６ 港湾 

 （前略） 
 また、クルーズ船の寄港促進を図るとともに、物流機能と調和を図りなが
ら、歴史や文化、水辺を生かした観光・交流空間の形成に努めます。 
 （後略） 
施策７ （略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・字句修正 
・事業承継促進と起業・創業
等の支援策の記載を分け
た上で文言を整理 

 
 
 
・字句修正 
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現行基本構想 改訂案 改訂内容 

 テーマ４ 生活基盤が充実した安全で暮らしやすいまち（生活基盤） 
  施策１～５ （略） 
  施策６ 交通 
   （前略） 

 このため、地域の特性にふさわしい、将来にわたって持続可能な地域公共
交通網形成の実現に向けて取組を進めます。 
 （後略） 
 

  施策７ 防災・危機管理 
 地震や津波などの災害から市民の生命と財産を守るため、災害に強いまち
づくりを目指します。 
 このため、土砂災害などの防止や、建築物の耐震化の促進を図るとともに、
防災・災害情報の収集・伝達手段の整備や、市民や防災関係機関などとの協
力体制の充実のほか、行政が被災した場合に業務を継続するための計画策定
など、災害発生時の応急活動体制の強化に努めます。 
 （後略） 

  施策８ 消防 
 （前略） 
 このため、消防体制の充実をはじめ、地域の安全を担う消防団の強化や市
民防災組織と連携し、近隣消防本部との連携の下、大規模災害等に即応でき
る総合的な消防力の強化を図るとともに、防火安全対策の推進と防火意識の
啓発や情報発信に努め、火災予防に取り組みます。 
施策９ 生活安全 （略） 

 テーマ５ まちなみと自然が調和し、環境にやさしいまち（環境・景観） 
 四季の彩りに恵まれた自然や豊かな環境を将来の世代へ引き継いでいける
よう、地球にやさしい取組、生活環境の保全、潤いと安らぎのあるまちづくり、
循環型社会の形成に努めます。 
 （後略） 
 

  施策１ 環境保全 
 良好で快適な環境の保全を図り、将来の世代へ引き継いでいける環境にや
さしい社会の実現を目指します。 
 このため、一人ひとりの環境保全の意識を高め、公害の未然防止に努める
とともに、地球温暖化対策やエネルギーの有効利用の推進など環境負荷の低
減を図りながら、豊かな自然と共生する環境づくりを進めます。 
 
施策２～４ （略） 

 テーマ６ 生きがいにあふれ、人と文化を育むまち（生きがい・文化） （略） 

 テーマ４ 生活基盤が充実した安全で暮らしやすいまち（生活基盤） 
  施策１～５ （略） 
  施策６ 交通 
   （前略） 

 このため、公共交通を取り巻く環境の変化に対応しながら、新たな交通体
系や輸送手段の導入などを含め、将来にわたって持続可能な地域公共交通の
確保に努めます。 
 （後略） 

  施策７ 防災・危機管理 
 地震や津波、豪雨などによる災害から市民の生命と財産を守るため、災害
に強いまちづくりを目指します。 
 このため、土砂災害などの防止や建築物の耐震化の促進を図るとともに、
防災・災害情報の収集・伝達手段の整備、市民や事業者、防災関係機関など
との協力体制の充実のほか、防災に関する各種計画等の継続的な更新など、
災害発生時の応急活動体制の強化に努めます。 
 （後略） 

  施策８ 消防 
 （前略） 
 このため、消防体制の充実をはじめ、地域の安全を担う消防団の強化や近
隣消防本部との連携により、大規模災害等に即応できる総合的な消防力の強
化を図るとともに、市民防災組織と連携し、防火安全対策の推進と防火意識
の啓発や情報発信に努め、火災予防に取り組みます。 
施策９ 生活安全 （略） 

 テーマ５ まちなみと自然が調和し、環境にやさしいまち（環境・景観） 
 四季の彩りに恵まれた自然や豊かな環境を将来の世代へ引き継いでいける
よう、生活環境の保全や循環型社会の形成に向けた取組を行うとともに、自然
環境との調和を図りながら、脱炭素に向けた取組を推進するなど、地球にやさ
しく、潤いと安らぎのあるまちづくりを進めます。 
 （後略） 

  施策１ 環境保全 
 良好で快適な環境の保全を図りながら、脱炭素に向けた取組を進め、将来
の世代へ引き継いでいける環境にやさしい社会の実現を目指します。 
 このため、一人ひとりの環境に対する意識を高め、公害の未然防止に努め
るとともに、省エネルギーへの取組や再生可能エネルギーの活用による地球
温暖化対策を進めるなど、環境負荷の低減を図りながら、豊かな自然と共生
する環境づくりを進めます。 
施策２～４ （略） 

 テーマ６ 生きがいにあふれ、人と文化を育むまち（生きがい・文化） （略） 

 
 
 
 
・地域公共交通に関する記
載を具体化 

 
 
 
・豪雨災害や事業者との協
力体制について追加 

 
・今後必要となる各種計画
等の継続的な更新につい
て記載 

 
 
 
 
・市民防災組織の役割を踏
まえ、よりわかりやすい
表現に修正 

 
 
 
・脱炭素に関する方向性及
び取組について追加 
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現行基本構想 改訂案 改訂内容 

Ⅵ 市政運営の基本姿勢 
 01 市民参加と協働によるまちづくりの推進 
  （前略） 
 また、複雑・多様化している市民ニーズや地域が抱える課題に対応するため
には、市民、議会及び市が、それぞれの責任を自覚し、主体的かつ自主的に役
割を果たしながら、課題の解決に協働して取り組む必要があります。 
 （後略） 

 02 持続可能な行財政運営の推進 
  （前略） 
 また、ますます多様化する行政需要に対応するため、行政評価を通じて「何
を行ったか」よりも「どのような効果がもたらされたか」という成果を重視し
た市政運営の推進を図るとともに、人材育成と限られた「人財」を最大限に生
かすための組織体制づくりを進めるほか、様々な分野で活用が期待されるＩＣ
Ｔなどの科学技術を適切に取り入れていくことにより、効果的で効率的な行政
運営に努めます。 
 公共施設等については、利用実態や市民ニーズなどを勘案しながら複合化な
どによる施設総量の最適化や長寿命化を進め、安全で効率的な施設管理に努め
ます。 
 

 03 広域連携の推進 
  （前略） 
 このため、安定した住民サービスを確保し、効率的に提供できるよう、「北し
りべし定住自立圏」を構成する町村のほか、後志圏や札幌圏の市町村と連携・
協力した行政運営はもとより、市民交流や経済交流、公共施設の相互利活用な
ど、行政区域を越えた幅広い広域的な連携を推進します。 

Ⅵ 市政運営の基本姿勢 
 01 市民参加と協働によるまちづくりの推進 
  （前略） 
 また、複雑・多様化している市民ニーズや地域が抱える課題に対応するため
には、市民、議会及び市が、互いの役割や責務を理解し合い、主体的かつ自主
的に役割を果たしながら、課題の解決に協働して取り組む必要があります。 

  （後略） 
 02 持続可能な行財政運営の推進 
  （前略） 
 また、ますます多様化する行政需要に対応するため、行政評価を通じて「何
を行ったか」よりも「どのような効果がもたらされたか」という成果を重視し
た市政運営の推進を図るとともに、限られた人材を育成し、最大限に生かすた
めの組織体制づくりを進めるほか、行政手続や業務の進め方などをデジタル化
に合わせて変革していくデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）を推進し、
効果的で効率的な行政運営に努めます。 
 公共施設等については、利用実態や市民ニーズなどを勘案しながら複合化な
どによる施設総量の最適化や長寿命化を進めるとともに、PPP/PFI 手法の優先
的検討を行うことにより、安全で効率的な施設管理と良質な公共サービスの提
供に努めます。 

 03 広域連携の推進 
  （前略） 
 このため、安定した住民サービスを確保し、効率的に提供できるよう、「北し
りべし定住自立圏」及び「さっぽろ連携中枢都市圏」を構成する市町村のほか、
後志圏の町村と連携・協力した行政運営はもとより、市民交流や経済交流、公
共施設の相互利活用など、行政区域を越えた幅広い広域的な連携を推進します。 

 
 
 
 
・自治基本条例に合わせた
表現に修正 

 
 
 
 
 
・よりわかりやすい表現に
修正 

・市政におけるＤＸ推進及
び PPP/PFI 手法について
追加 

 
 
 
 
 
 
・さっぽろ連携中枢都市圏
について追加 
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現行基本構想 改訂案 改訂内容 

Ⅶ 土地利用・地区別発展方向 
 01 土地利用 
  (1) 基本的な方針 （略） 
  (2) 現状と課題 

 本市の行政面積は、24,383ha（平成28年10月１日現在）で、このうち都
市計画区域は13,923haとなっており、全市域における約57％を占めていま
す。都市計画区域のうち市街化区域は4,301ha（約31％）、市街化調整区域
は9,622ha（約69％）となっています。さらに、市街化区域を用途地域別に
見ると、住居系が2,798ha（約65％）、商業系が208ha（約５％）、工業系が
1,295ha（約30％）の土地利用となっています。 
 （後略） 
(3) 利用区分と発展方向 
 ＜都市的利用＞ 
  住居系 （略） 
  商業系 
   （前略） 

 新幹線新駅周辺地域では、中心商業地への影響を考慮して、大規模な
商業施設の立地など、新たな核の形成を抑制するとともに、現状の土地
利用を基本としながら、無秩序な開発を抑制しつつ、地域の環境の向上
に努めます。 

    工業系 
     （前略） 

 また、既に工場等が集積し住宅と共存する地区では、周辺環境との調
和による良好な環境の維持に努めます。さらに、高速道路のインターチ
ェンジ周辺などでは、周辺環境と調和を図りつつ、地域の特性を活かし
た土地利用に努めます。 

   ＜自然的利用＞ （略） 

Ⅶ 土地利用・地区別発展方向 
 01 土地利用 
  (1) 基本的な方針 （略） 
  (2) 現状と課題 

 本市の行政面積は、24,383ha（令和5年4月1日現在）で、このうち都市
計画区域は13,960haとなっており、全市域における約57％を占めています。
都市計画区域のうち市街化区域は 4,288ha（約 31％）、市街化調整区域は
9,672ha（約69％）となっています。さらに、市街化区域を用途地域別に見る
と、住居系が2,798ha（約65％）、商業系が208ha（約５％）、工業系が1,282ha
（約30％）の土地利用となっています。 

 （後略） 
(3) 利用区分と発展方向 
 ＜都市的利用＞ 
  住居系 （略） 
  商業系 
   （前略） 

 北海道新幹線新小樽（仮称）駅周辺地域では、中心商業地への影響を
考慮して、大規模な商業施設の立地など、新たな核の形成を抑制すると
ともに、現状の土地利用を基本としながら、無秩序な開発を抑制しつつ、
地域の環境の向上に努めます。 

    工業系 
     （前略） 

 また、既に工場等が集積し住宅と共存する地区では、周辺環境との調
和による良好な環境の維持に努めます。さらに、新幹線新駅や高速道路
のインターチェンジ周辺などでは、周辺環境と調和を図りつつ、地域の
特性を生かした土地利用に努めます。 

   ＜自然的利用＞ （略） 

 
 
 
 
・直近公表状況に合わせた
時点更新 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・字句修正（新幹線新駅につ
いてはここが初出である
ため、省略せずに表記） 

 
 
 
 
・新幹線新駅について追加 
 
・字句修正 
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現行基本構想 改訂案 改訂内容 

 02 地区別発展方向 
  (1) 地区区分 （略） 
  (2) 地区の概況及び発展方向 
   ＜北西部地区＞ （略） 
   ＜中部地区＞ 
    地区の概況 
     （前略） 

 市街地は、小樽港から山手にかけてせりあがるようにして形成されて
おり、平坦地は主に小樽港築臨港区周辺に集中しています。 
 北海道経済の中心を担った明治後期から昭和初期の建造物が多く見
られ、旧銀行建築や石造倉庫など歴史的建造物が特有の景観を形成して
います。 
 本市の商業、金融、観光を主体とするサービス業など第３次産業の中
心地区で、特に小樽駅周辺を含む稲穂や花園などに商店街が集積してお
り、堺町や小樽運河周辺には、飲食店のほか観光関連の商業施設が集中
し、多くの観光客でにぎわいを見せています。 
 さらに、国道５号など幹線道路の沿線にも商店街が形成されているほ
か、築港には大型複合商業施設が立地しています。 
 （後略） 

    地区の発展方向 
 （前略） 
 北海道新幹線新小樽（仮称）駅周辺については、小樽の新たな玄関口
として、新幹線整備効果を地域全体に生かすまちづくりを進めます。 

    ●中心市街地のにぎわいづくり 
 中心市街地の活性化のため、小樽駅周辺の再開発や第３号埠(ふ)頭
などの面的整備を促進し、土地の高度利用を図るとともに、都市機能
や生活関連施設の集中する商業地区としての利便性や快適性の向上、
空き店舗の有効活用に努めます。 
 （後略） 

    ●都市景観の保全と観光への活用 
 小樽運河、旧国鉄手宮線などの産業遺産や歴史的建造物などの地域
資源とこれらがつくり出す本市特有の都市景観を保全し、日本遺産認
定へ向けた取組を進めるなど、観光拠点としての魅力づくりに努めま
す。 

  （後略） 
●良好な住環境づくり （略） 
●交通・物流拠点の形成 （略） 

   ＜東南部地区＞ （略） 

 02 地区別発展方向 
  (1) 地区区分 （略） 
  (2) 地区の概況及び発展方向 
   ＜北西部地区＞ （略） 
   ＜中部地区＞ 
    地区の概況 

 （前略） 
 市街地は、小樽港から山手にかけてせりあがるようにして形成されて
おり、平坦地は主に小樽港臨港地区周辺に集中しています。 
 北海道経済の中心を担った明治後期から昭和初期の建造物が多く見
られ、旧銀行建築や石造倉庫など歴史的建造物が特有の景観を形成して
います。 
 本市の商業、金融、観光を主体とするサービス業など第３次産業の中
心地区で、小樽駅周辺を含む稲穂や花園などに商店街が集積し、築港に
は大型複合商業施設が立地しています。さらに、堺町や小樽運河周辺に
は、飲食店のほか観光関連の商業施設が集中し、多くの観光客でにぎわ
いを見せています。 
 （後略） 
 

    地区の発展方向 
 （前略） 
 新幹線新駅周辺地域については、小樽の新たな玄関口として、新幹線
整備効果を地域全体に生かすまちづくりを進めます。 
 

    ●中心市街地のにぎわいづくり 
 中心市街地の活性化のため、小樽駅周辺の再開発や第３号ふ頭など
の面的整備を促進し、土地の高度利用を図るとともに、都市機能や生
活関連施設の集中する商業地区としての利便性や快適性の向上、空き
店舗の有効活用に努めます。 
 （後略） 

    ●都市景観の保全と観光への活用 
 小樽運河、旧国鉄手宮線などの産業遺産や歴史的建造物などの地域
資源とこれらがつくり出す本市特有の都市景観を保全し、日本遺産の
取組を進めるなど、観光拠点としての魅力づくりに努めます。 

  （後略） 
●良好な住環境づくり （略） 
●交通・物流拠点の形成 （略） 

   ＜東南部地区＞ （略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
・字句修正 
 
 
 
 
・商業関係と観光関係とに
文章をまとめ直し、整理 

 
 
 
 
 
 
・字句修正 
 
 
 
・字句修正 
 
 
 
 
 
 
・認定へ向けた取組が令和
５年度で終了することを
踏まえ、表現を修正 

 


